




目 的
政府は介護認定制度の積極的改革を実施して
いる．課題の１つに「介護認定者の症状（高齢者
の症状）の的確な把握」が挙げられる．

当研究室は，薬剤師の問診スキル向上のため当研究室は，薬剤師の問診スキル向上のため
「症例学習システム」を構築してきた．

本研究は，開発してきたシステムの知識情報
データベースをもとに，症状を的確に捉えた「介
護支援システム～介護認定版～」の構築をアル
ツハイマー病（ＡＤ)を中心に試みた．









④介護支援システムDB④介護支援システムDB

「介護認定調査票の基本調査項目」
と③症状データベース（AD）を融合

疾患へ罹患している可能性を３種類に分類し点数化
該当事項に１点挿入

Y⇒ 疾患の可能性
Y,N ⇒ 不明
N ⇒ 疾患でない可能性

（実例の項参照）













実 例









ま と め
「介護支援システム～介護認定版～」の開発は
的確な要介護（要支援）認定を支援すると期待
する．そのことは，増加の一途を辿る介護認定
者数の抑制や廃用症候群（生活不活発病）の誘
発を防止，さらには認知症などの早期発見や症
状の進行度合いの把握にも繋がると考えられる．


